




































































要約:3 歳児健診の後、就学時健診までの間の健診は地域では一般に行なわれておらず、保

育所・幼稚園での定期健康診断や保健指導も必ずしも十分には行なわれていない。就学直

前に問題点が発見されたのでは手遅れであるとの報告も少なくない。 

必要性に関する質間紙調査では、園長・園医・保護者・養護教諭の殆どが 4-5 歳児健診の

必要性を認めていた。保護者には疾病の早期発見、健康相談および就学までに解決すべき

問題を知りたいという要望があり、小児内科健診ばかりでなく、眼科、耳鼻科および歯科

健診も希望していた。実施場所は、保護者と園長は園で、園医は健診医(個別)で、養護教

論は公的機関での実施を望んでいた。園で健診する場合、園長は会場設営、健診介助、記

録など、園医は時間的余裕の配慮を望んでいた。健診後の指導内容は食事、病気、運動、

心の健康および栄養の問題が多かった。園長・保母の指導が殆どで専門家の小児科医や栄

養士の参加は少なかった。 


